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１．はじめに  
オープンソースのＯＳとして高く評価されているＬｉｎｕｘを用い校内ネットワークを構築し、ネットワークの構

築方法や運用方法について授業の中で実習として取り上げ、ネットワーク構築の技術を生徒に学習させた。

さらに、オープンソースの３ＤＣＧソフトウエアとして世界中にユーザを持つＰＯＶＲＡＹを科目「マルチメディ

ア表現」に取り入れ、ＣＧ理論学習の応用として作品制作に取り組んだ。また、実習では同じくフリーソフトである

ＤＯＧＡを取り上げ３ＤＣＧアニメーションの制作に取り組んだ。

 
２．校内ネットワークの構築

（１）ネットワークの配線

実習の中で生徒にネットワークケーブルの端子の処理や配線の方法を教え、校内の職員室、各科の準備室、保健室、

事務室、実習室、図書館、実習室などにネットワークの配線を行った。生徒は授業で習った内容を実践し、学習内容

を定着することができた。

（２）ネットワークサーバ

校内ネットワークのサーバソフトとして VineLinux を選択し、Ｗｅｂサーバ、電子メールサーバ、ＤＮＳサーバを

構築した。Ｌｉｎｕｘをサーバとすることで非常に安価にサーバを構築することができ、安定性も確保できた。

 
３．校内ネットワークの運用  
独自のドメインとＩＰアドレスを取得することで運用上自由度が増した。また、ファイアウォールとしてＳｏｎｉ

ｃｗａｌｌを導入し、外部からの攻撃に備えるとともに、Ｗｅｂフィルタリングを行い不適切なホームページへのア

クセスを制限した。インターネットへの接続についても各ブロックのルータで時間制限しポートの制限をかけ、アク

セスログをメールで管理者宛に送信することにより、誰がどこにアクセスしたかを管理できるようにした。

 
４．授業への展開

（１）ネットワーク技術

工業の科目の中に学校設定科目として「ネットワーク技術」を設定し、ネットワークの基礎、ＴＣＰ／ＩＰとイン

ターネット、ネットワークの構築、ネットワークの運用と保守、データ通信関連技術を取り扱った。実習の中ではパ

ソコンを部品から組み立て、Ｗｉｎｄｏｗｓのインストール、ネットワークの設定、小規模ネットワークの構築技術

を教えた。

また、Ｌｉｎｕｘのインストール、Ｗｅｂサーバの立ち上げ、ＤＮＳ、ＣＧＩなどインターネットサーバとして運

用するのに必要な技術を課題研究で選択実習として行った。Ｌｉｎｕｘを実習教材に取り入れることにより、Ｗｉｎ

ｄｏｗｓにはないオープンソフトウエアの文化に少しでも生徒に触れてもらいたいと思い導入した。

（２）マルチメディア表現

科目「マルチメディア表現」では、テキストによるＣＧ理論学習の後、理解度と定着度を測るためＣＧエンジニア

検定３級の受検に取り組み、さらに学習した理論の応用としてＰＯＶＲＡＹによるＣＧ作品の制作実習を行った。こ

れは作品の制作を通じ理論の検証だけにとどまらず、ものつくりの喜びを実感させることを目指したものである。ま

た実習のテーマとしてマルチメディアを設定し、ＤＯＧＡによる３ＤＣＧアニメーションの制作に取り組みＣＧ技術

論を検証し、制作の楽しさや達成感を味わわせることを目標とした。
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分科会Ｂ 



５．ネットワーク図  
 

 

６．生徒作品  
 

       
      写真１ ＤＯＧＡ作品                 写真２ ＤＯＧＡ作品

 

       
  写真３ POVRAY 作品                写真４ POVRAY 作品 

- 23 -

Ｅスクエア・エボリューション成果発表会 


